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長浜サイエンスパークの全ての進出企業が竣工
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長浜バイオ大学学園通信

「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ち
きらめくさま。大学祭の名称として学生が命名しました。
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入試・募集伝言板

　分子生命科学コースの河合研究室で栽培されているのが、東
南アジアに自生するハナショウガです。このハナショウガには、
テルペン系化合物のゼルンボンが大量に含まれており、ゼルン
ボンはいろんな化合物になりやすいというユニークな構造を
もっています。
　研究室ではこの構造を利用して、ゼルンボンを微生物の働き
で別の化合物に変えて、ペニシリンなどとは効き方が違う、新
しいタイプの抗生物質や抗菌剤の開発に繋げようとしています。

学内の動植物たち
河合研究室のハナショウガ

迎春

　2013年度第11期生募集が、10月のAO（実験･実習型）

入試・指定校特別推薦入試を皮切りにスタートしました。

AO入試（定員12名）は、学力成績以上に分野への強い関

心と高い意欲・適正を審査していくもので、19名の受験

があり15名が合格しました。指定校特別推薦入試につい

ては、本学の推薦基準をクリアーした各校からの推薦者

28名が合格しました。　

　11月実施の一般公募制推薦入試①②では、受験者が学

部全体で436名(前年比67% ) と大幅に減少しました。他

併願大学においても推薦入試の受験生は減少傾向となっ

ていますので、理系受験生を中心に一般入試からの受験

シフトが強まったことと、薬学・医療系などの資格系分

野に流出したことが減少の要因と考えられます。また、

早期入学金納入での経済負担や複数併願受験での受験料

負担を抑える傾向が出てきていることも要因として考え

られます。　

　さて、年明けから出願が始まる一般入試は、一般前期

A・B、前期Aプラスセンター 1、前期Bプラスセンター 1、

一般中期、中期プラスセンター 2、一般後期とセンター

利用前期A方式・B方式・中期・後期で計11方式の入試

一般入試に合格チャンス拡大！

を行います。10月の各種模試動向では、一般入試、セン

ター試験利用入試ともに志望者は前年並みとなっていま

す。しかし、一般公募制推薦で受験者の減少に合わせて、

合格者を絞り、前年難化した一般入試での合格者増を考

えていますので、一般入試の倍率は、前年より低くなる

と思われます。さらに、本番センター試験平均点が上が

れば、センター利用入試への出願が減少し、定員が多い

バイオサイエンス学科を中心にかなり広き門になる可能

性もあります。

　受験生のみなさんは、一般前期から自信を持って積極

的に受験してください。また、本学の一般後期とセンター

利用後期は、毎年合格者を定員以上に出しますので、2

月入試で良い結果が出なかったみなさんも、最後まであ

きらめず本学の後期日程に出願してください。

　最後に、受験生のみなさんは、睡眠をしっかりとって

規則正しい生活を送り、教科学習とマークセンス対策を

最後まで行ってください。また、出願に際しては、検定

料減免制度を大いに活用して、「複数日程・方式」や「複数

学科」併願で受験機会を多くもって合格を勝ち取ってく

ださい。

2013 年度
入試の動向

【 一般入試日程 】
入試方式 出願期間 試験日 発表日

  一般入試前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1 　1/ 7 ～ 1/29 2月  3日（日）
2/17

  一般入試前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1 　1/ 7 ～ 2/ 5 2月10日（日）
  一般入試中期・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） 　1/ 7 ～ 2/20 2月24日（日） 3/  2
  センター利用前期Ａ方式 　1/ 7 ～ 1/18

1/19・1/20
センター試験結果のみ
本学独自試験なし

2/17
  センター利用前期Ｂ方式（特別奨学生選抜） 　1/ 7 ～ 2/ 5
  センター利用中期（特別奨学生選抜） 　1/ 7 ～ 2/20 3/  2
  センター利用後期 　2/15～3/ 6

3/15
  一般入試後期 　2/15～3/ 6 3月10日（日）



　

皆
様
に
は
、
恙
な
く
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
？

　

さ
て
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
滋
賀
県
並
び
に
長
浜
市
を
は
じ
め

と
す
る
地
元
の
大
き
な
期
待
の
も
と
で
開
学
し
、
今
年
の
4
月
で

満
10
年
を
迎
え
ま
す
。
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
生
は
、
現
在
1
2
0
0
名
余
と
な
り
、
卒
業
生
も
、
1
5
0
0

名
を
越
え
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
学
が
開
学
し
た

2
0
0
3
年
は
、
ヒ
ト
の
遺
伝
暗
号（
ゲ
ノ
ム
D
N
A
）が
ほ
ぼ
解

読
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
健
康
に
対
し
て
の
関
心
か

ら
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
一
層
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
き
た
10

年
で
あ
り
ま
し
た
。
i
P
S
細
胞
発
見
者
で
あ
る
山
中
伸
弥
先
生

へ
の
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
ま
さ
に
そ
の
象
徴
と
い
え
ま
し
ょ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
皆

様
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
は
、
開
学
10
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。
振
り
返

れ
ば
、
2
0
0
3
年
4
月
、
滋
賀
県
湖
北
に
全
国
初
の
バ
イ
オ

系
単
科
大
学
と
し
て
開
学
し
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
1
学
部

3
学
科
1
研
究
科
を
擁
す
る
「
バ
イ
オ
の
総
合
大
学
」
と
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
西
文
理
学
園
と
の
統
合
で
寄

附
さ
れ
た
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
事
業
展
開
を
も
視
野
に
入
れ

た
、
第
3
次
中
期
事
業
計
画
の
実
施
の
初
年
度
に
な
り
ま
す
。

　

大
学
に
は
、
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
三
つ
の
使
命
が
あ

り
ま
す
。
第
3
次
中
期
事
業
計
画
は
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ

く
教
育
改
革
、
研
究
活
動
、
バ
イ
オ
を
軸
と
し
た
地
域
社
会
の

発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
開
学
以

京都人文学園の理念を引き継いで開学した長浜バイオ大学は、開学
10周年の年を迎えました。開学以来滋賀県や長浜市、バイオ企業な
どの産業界、そして地元の方々の厚いご支援により、「バイオの総合
大学」へと発展することが出来ました。

開学10周年の年を迎えて

次
の
10
年
を
見
据
え
て
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
る

長
浜
バ
イ
オ
大
学
学
長
　
三
輪 

正
直

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
使
命
を
果
た
す

関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
長
　
若
林
　浩
文

新年ご挨拶

へ
の
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
ま
さ
に
そ
の
象
徴
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、
い
っ
そ
う
生
命
科
学
に
対
す
る
期
待

が
強
く
な
っ
て
く
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
本
学
の
進
む
べ
き
道
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
勿
論
、

主
体
的
に
行
動
す
る
能
力
を
持
っ
た
学
生
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。

　

第
3
次
中
期
事
業
計
画
で
は
、
特
色
あ
る
臨
床
検
査
技
師
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
環
境
・
植
物
分
野
や
、
創
薬
・
薬
学
分
野
の
研
究

分
野
に
進
み
た
い
学
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
滋
賀
医
科
大
学

お
よ
び
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
と
の
連
携
大
学
院
構
想
、
中
国
・
東
北
大

学
に
加
え
て
タ
イ
国
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
と
の
学
生
交
流
促
進
を
準

備
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
次
の
10
年
を
見
据
え
て
学
生
・
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

本
学
の
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
、
社
会
に
有
用
な
学
生
の
育
成
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
の
課
題
で
あ
っ
た
保
護
者
会
に
つ
い
て
も
、
昨
年
11
月
1
日
に

設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
会
の
具
体
的
な
活
動
は
、

本
年
4
月
以
降
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
同
窓
会
組
織
も
設
立
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
は
、
今
、
社
会
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
応
え

る
教
育
・
人
材
育
成
を
す
る
の
か
を
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
に
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
昨
年
に
も
増
し
て
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

巳巳
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西
　
最
初
に
核
移
植
の
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
試
み
た
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
グ
ス
博
士

で
ヒ
ョ
ウ
ガ
エ
ル
の
胞
胚
期
の
核
除
核
受
精
卵
に
導
入
し
た
の
が
1
9
5
2
年
。
こ
れ

は
胚
ま
で
の
形
成
に
は
成
功
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
の
同
時
受
賞
者
で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ガ
ー
ド
ン
博
士
が
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
腸
の
上
皮
細
胞

を
使
っ
て
核
移
植
を
行
っ
た
の
が
1
9
6
2
年
、
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
の
核
移
植
で
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
ま
で
成
功
さ
せ
た
の
が
1
9
7
5
年
。
そ
し
て
、
70
年
代
に
は
カ
ー
ル
・

イ
ル
メ
ン
ゼ
ー
博
士
が
、
マ
ウ
ス
の
卵
子
も
し
く
は
精
子
の
核
を
2
倍
化
し
、
哺
乳
類

の
ク
ロ
ー
ン
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
実
験
を
試
み
ま
し
た
。
母
親
由
来
、
父
親
由
来
の

ゲ
ノ
ム
だ
け
で
個
体
に
な
る
単
為
発
生
は
、
哺
乳
類
で
は
不
可
能
な
の
で
す
が
。
同
時

期
に
内
部
細
胞
塊
由
来
の
未
受
精
卵
へ
の
核
移
植
で
個
体
発
生
に
成
功
し
た
と
報
告
し

ま
し
た
。

中
村
　
イ
ル
メ
ン
ゼ
ー
事
件
と
し
て
有
名
で
、
マ
ウ
ス
の
単
為
発
生
の
実
験
は
間
違
い

で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
哺
乳
類
の
胚
が
単
為
発
生
で
き
な
い
こ
と
は
、

1
9
8
4
年
に
現
在
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
の
ア
ジ
ム
・
ス
ラ
ニ
ー
博
士
が
発
見

し
た
ゲ
ノ
ム
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
（
遺
伝
子
刷
り
込
み
）
と
い
う
現

象
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
父
親

由
来
、
母
親
由
来
の
ゲ
ノ
ム
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
異
的
に
メ
チ
ル
化
を

受
け
て
い
る
領
域
が
あ
り
、
遺
伝

子
の
発
現
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
哺
乳
類
の
正
常
な
発
生

に
は
父
親
由
来
、
母
親
由
来
の
ゲ

ノ
ム
の
両
方
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

西
　
中
村
先
生
は
最
近
の
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
」
に
、
再
生
医
療
へ
の
応
用

が
期
待
で
き
る
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

過
程
で
の
D
N
A
の
修
飾
に
関
す
る

研
究
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

中
村
　
私
が
主
に
行
っ
て
い
る
の
は
、

正
常
発
生
の
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

過
程
で
起
こ
る
D
N
A
の
メ
チ
ル
化

な
ど
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
精
子
と
卵
子
と
い
う
の
は
、
次

世
代
に
遺
伝
情
報
を
伝
え
る
た
め
だ
け
に
完
全
に
分
化
し
た
細
胞
な
の
で
す
が
、
ひ
と

た
び
受
精
す
る
と
数
時
間
で
身
体
の
全
て
の
細
胞
を
作
る
事
が
出
来
る
全
能
性
を
再
獲

得
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
受
精
卵
の
段
階
で
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
起
き
る
と
考
え

ら
れ
、
そ
こ
に
関
与
す
る
遺
伝
子
と
そ
の
機
能
を
解
明
す
れ
ば
、
品
質
の
良
い
i
P
S

細
胞
を
樹
立
し
た
り
、
高
効
率
で
ク
ロ
ー
ン
動
物
を
作
製
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
再
生
医
療
の
実
現
に
役
立
て
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
　
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
歴
史
を
辿
る
と
、
1
9
9
7
年
に
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ル
ム
ッ
ト
博
士

が
、
羊
の
乳
腺
細
胞
か
ら
世
界
初
の
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
羊
を
誕
生
さ
せ
ま
し
が
、
多
能

性
幹
細
胞
の
研
究
も
そ
れ
ま
で
に
飛
躍
的
に
進
み
ま
し
た
。
1
9
6
0
年
代
の
後
半
に

は
ベ
ア
ト
リ
ス
・
ミ
ン
ツ
博
士
が
テ
ラ
ト
ー
マ
（
奇
形
種
）
の
細
胞
を
使
っ
て
キ
メ
ラ
マ

ウ
ス
を
誕
生
さ
せ
た
と
発
表
、
1
9
8
1
年
に
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
博
士
が

マ
ウ
ス
の
内
部
細
胞
塊
か
ら
E
S
細
胞
株
を
樹
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
2
年

に
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
ミ
シ
ー
ズ
博
士
が
、
動
物
細
胞
で
も
遺
伝
子
の
相
同
組
換
え
が
起

こ
る
こ
と
を
鮮
や
か
な
手
法
で
証
明
し
ま
し
た
。
1
9
8
9
年
に
ユ
タ
大
学
の
マ
リ
オ
・

カ
ペ
ッ
キ
ー
教
授
は
相
同
組
換
え
技
術
を
E
S
細
胞
の
遺
伝
子
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
応

用
し
て
、
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の
創
製
に
成
功
し
ま
し
た
。
E
S
細
胞
と
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
技
術
は
疾
患
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
創
製
に
用
い
ら
れ
、
様
々
な
遺
伝
子
の
動
態
を
知
る

研
究
目
的
に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
を
、オ
ス
テ
ポ
ン
チ
ン
遺
伝
子
の
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
E
S
細
胞
か
ら
創
製
さ
れ
た
野
村
先
生
か
ら
ご
紹
介
願
え
ま
す
か
。

野
村
　
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
は
、
ヒ
ト
の
病
態
を
マ

ウ
ス
の
遺
伝
子
を
改
変
す
る
こ
と
で
再
現
し
て
い
る
点
で
、
疾
患
モ
デ
ル
動
物
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
と
い
う
言
葉
に
は
、
ヒ
ト
と
マ
ウ
ス
は
違
う
の
で
十
分

巻頭特集

座談会中
村
肇
伸
講
師
　
マ
ウ
ス
の
体
細
胞
を
使
っ
て
i
P
S
細
胞
の
作
製
に
成
功
し
た
と
発

表
し
た
の
が
2
0
0
6
年
で
す
か
ら
、
わ
ず
か
6
年
で
受
賞
に
至
っ
た
の
は
非
常
に
早

か
っ
た
な
と
私
も
思
い
ま
す
。
生
命
の
萌
芽
で
あ
る
受
精
卵
を
使
用
す
る
E
S
細
胞
と

は
違
い
、
体
細
胞
か
ら
自
分
の
遺
伝
情
報
を
持
つ
i
P
S
細
胞
の
技
術
に
よ
り
、
一
気

に
創
薬
研
究
や
再
生
医
療
へ
の
期
待
が
一
般
の
人
の
中
で
も
高
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

西
義
介
教
務
部
長
　
今
年
度
最
大
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
い
え

ば
、
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ド
ン
教
授
と

共
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
生
方
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
分
野
の
立
場
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
も
た
れ
た
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま

す
か
。
そ
の
前
に
少
し
、
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
が
今
回
進
行
役
に
指

名
さ
れ
た
の
は
、
前
職
の
J
T
の
研
究
所
時
代
に
、
実
は
E
S
細
胞
を
用
い
た
疾
患
モ

デ
ル
マ
ウ
ス
の
研
究
を
主
宰
し
、
ま
た
、
ヒ
ト
の
抗
体
産
生
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ

ウ
ス
に
よ
る
抗
体
医
薬
開
発
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
経
歴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
領

域
に
あ
る
程
度
の
土
地
勘
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

野
村
慎
太
郎
教
授
　
こ
れ
か
ら
す
ご
い
時
代
に
な
っ
て
い
く
な
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想

で
す
。
こ
の
受
賞
報
道
に
よ
り
、
バ
イ
オ
関
連
企
業
の
株
価
が
1
・
5
〜
3
倍
に
跳
ね

上
が
り
ま
し
た
。
世
間
一
般
の
人
が
、
や
っ
と
i
P
S
細
胞
の
重
要
性
と
可
能
性
に
気

付
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
英
国
に
留
学
し
て
い
た
と
き
、
上
司
が

ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ド
ン
教
授
の
弟
子
で
、
私
も
ガ
ー
ド
ン
博
士
に
何
度
か
会
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

新
蔵
礼
子
教
授
　
こ
ん
な
に
早
く
i
P
S
細
胞
研
究
が
受
賞
し
た
の
は
、
世
界
中
が
こ

の
技
術
を
嘱
望
し
て
い
る
現
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
医
師
仲
間
と
話
し
て
い
る
と
、

ま
だ
多
く
の
人
が
再
生
医
療
に
対
し
て
恐
い
と
い
う
感
情
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

大
学
時
代
の
同
級
生
で
6
年
間
私
と
テ
ニ
ス
の
ペ
ア
を
組
ん
で
い
た
、
理
化
学
研
究
所

の
高
橋
政
代
先
生
が
、
網
膜
の
再
生
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
安
も
あ
る
け
れ
ど

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
、
友
人
と
し
て
も
、
一
人
の
科
学
者
と
し
て
も

希
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

亀
村
和
生
准
教
授
　
私
の
率
直
な
印
象
は
、
新
蔵
先
生
が
ご
指
摘
さ
れ
た
こ
と
と
同
感
で
、

い
ず
れ
受
賞
さ
れ
る
ご
研
究
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
応

用
面
で
の
展
開
を
待
た
ず
、
非
常
に
早
い
受
賞
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

再
生
医
療
と
創
薬
研
究
へ
の
期
待
の
現
れ

i
P
S
細
胞
に
至
る
技
術
発
展
と
本
学
教
員
の
研
究

日
本
人
と
し
て
は
19
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
と
な
っ
た
山
中
伸
弥
京
都
大
学
教
授
の
i
P
S

細
胞
研
究
に
よ
り
、
再
生
医
療
や
創
薬
研
究
、
細
胞
工
学
の
研
究
分
野
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
分
野
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
本
学
の
教
員
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
イ
ン
パ
ク

ト
と
こ
の
分
野
で
の
本
学
の
学
び
に
つ
い
て
、
西
義
介
教
務
部
長
を
進
行
役
に
し
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

│ 

i
P
S
細
胞
研
究
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
寄
せ
て 

│

再
生
医
療
と
創
薬
研
究
で
の

本
学
の
学
び

45

新蔵 礼子 教授 

西　義介 教務部長 
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に
再
現
で
き
て
い
な
い
と
い
う
、
少
し

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
i
P
S
細
胞

を
使
っ
て
ヒ
ト
の
臓
器
を
も
っ
た
マ
ウ

ス
が
作
製
で
き
る
可
能
性
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は「
ア
バ
タ
ー
」、
つ
ま

り
ヒ
ト
の
病
気
の
分
身
で
あ
る
マ
ウ
ス

が
疾
患
モ
デ
ル
動
物
と
し
て
誕
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
オ
ス

テ
ポ
ン
チ
ン
遺
伝
子
と
は
、
母
体
に

と
っ
て
異
物
で
あ
る
胎
児
を
、
免
疫
系
の
細
胞
の
中
の
ど
れ
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
の
か
を
探
っ
て
い
る
時
に
私
が
見
つ
け
た
遺
伝
子
で
、
胎

盤
の
中
に
多
く
あ
る
G
M
G
細
胞
に
特
異
的
に
発
現
す
る
こ
と
で
分
か
り
ま
し
た
。

西
　
G
M
G
細
胞
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
?
少
し
説
明
を
し
て
下
さ
い
。

野
村
　
1
9
6
8
年
に
発
見
さ
れ
た
免
疫
系
の
細
胞
で
、
子
宮
内
膜
に
あ
り
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
に
非
常
に
近
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
G
M
G
細
胞
に
発
現
す

る
オ
ス
テ
ポ
ン
チ
ン
遺
伝
子
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
と
個
体
に
異
常
が
起
こ
り
、
妊
娠

が
出
来
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
実
験
動
物
を
疾
患
モ
デ
ル
に
す
る
た
め

に
は
多
く
の
母
体
が
必
要
で
あ
り
、
i
P
S
細
胞
や
再
生
医
療
の
研
究
が
進
め
ば
妊
娠

の
問
題
は
必
ず
直
面
す
る
問
題
で
す
。
ゆ
え
に
私
は
着
床
後
に
親
が
子
供
を
リ
ジ
ェ
ク

ト
す
る
過
程
に
関
わ
る
オ
ス
テ
ポ
ン
チ
ン
遺
伝
子
を
利
用
し
て
、
妊
娠
維
持
機
能
が
高

く
、
免
疫
系
が
多
少
異
な
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
受
胎
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
高
い
動
物

を
開
発
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
　
こ
こ
で
少
し
、話
を
創
薬
に
向
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
低
分
子
医
薬
に
代
わ
っ

て
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス
と
言
わ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
で
で
き
た
医
薬
品
の
売
り
上
げ
が
飛
躍

的
に
伸
び
て
お
り
、
世
界
の
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
の
中
で
も
ト
ッ
プ
10
の
う
ち
の
4
つ

く
ら
い
を
抗
体
医
薬
が
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
が
J
T
時
代
に
抗

体
医
薬
の
開
発
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
と
は
雲
泥
の
差
で
す
。
抗
体
医
薬
に
つ
い
て
は
、

免
疫
学
が
ご
専
門
の
新
蔵
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

新
蔵
　
私
た
ち
を
構
成
す
る
一
個
一
個
の
細
胞
同
士
は
、
お
互
い
に
自
分
の
居
場
所
や
な

野
村
　
学
生
に
と
っ
て
、
バ
イ
オ
の
分
野
が
注
目
さ
れ
る
今
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

こ
こ
で
充
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
巣
立
つ
時
代
が
来
て
い
ま
す
。
本
学
は
立
派

な
動
物
実
験
施
設
を
有
し
て
お
り
、
在
学
中
に
実
験
動
物
技
術
者
一
級
を
受
験
で
き

る
の
は
、
全
国
で
12
大
学
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、
分
子
生
物
学
と
実
験
動
物

に
関
す
る
技
術
の
2
つ
を
、
同
時
に
学
べ
る
唯
一
の
大
学
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、

i
P
S
細
胞
の
安
全
性
を
検
証
す
る
時
代
に
な
る
と
、
多
く
の
動
物
実
験
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
多
く
の
動
物
を
用
い
る
動
物
実
験
は
動
物
愛
護
の

精
神
に
沿
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
に
お
い
て
他
に
先
駆
け
て
設
置
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
や
C
T
は
、
動
物
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
画
像
診
断
が
で
き
る

の
で
、
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い
も
の
で
す
。
最
新
の
設
備
で
腕
を
磨
い
て

社
会
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

亀
村
　
本
学
で
は
、
１
期
生
か
ら
既
に
ジ
ャ
パ
ン
テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
医

薬
基
盤
研
究
所
な
ど
、
再
生
医
療
と
関
わ
り
の
深
い
民
間
企
業
や
公
的
研
究
機
関
で
活

躍
す
る
卒
業
生
が
い
ま
す
し
、
幹
細
胞
の
基
礎
研
究
や
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
解
析
な
ど
の
分
野

で
注
目
さ
れ
て
い
る
、
他
大
学
の
大
学
院
に
進
学
す
る
卒
業
生
も
毎
年
輩
出
し
て
い
ま

す
。

新
蔵
　
医
療
の
現
場
で
近
い
将
来
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、
学
部
長
の
池
村
淑
道
先
生
が
中

心
に
な
っ
て
お
考
え
の
ゲ
ノ
ム
検
査
士
の
資
格
で
す
。
今
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を

使
っ
て
、た
っ
た
1
日
で
ヒ
ト
一
人
分
の
全
ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
解
析
で
き
る
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
学
ん
だ
人

材
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
現
場
で
卒
業
生

が
活
躍
し
て
お
り
、
本
学
の
学
生
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
　
今
後
、
医
療
に
関
す
る
作
業
が

す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
、
ゲ
ノ
ム
情
報
や
臨
床

結
果
の
デ
ー
タ
が
個
人
情
報
に
含

ま
れ
る
時
代
に
入
り
ま
す
。
こ
れ

は
単
な
る
情
報
の
集
積
で
は
な
く
、

フ
ァ
ー
マ
コ
ジ
ェ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う

の
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な

薬
剤
や
投
薬
法
が
遺
伝
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
と
個
人
の
デ
ー
タ
か
ら
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
創
薬
の
開
発
の
現

場
で
は
バ
ー
チ
ャ
ル
に
医
薬
品
候
補
分
子
と
標
的
の
疾
患
分
子
な
ど
と
の
相
互
作
用

を
見
積
も
る
こ
と
な
ど
は
既
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し

た
本
学
で
の
学
習
は
創
薬
の
即
戦
力
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
蔵
　
と
は
い
え
私
は
、
再
生
医
療
に
関
し
て
は
本
当
に
危
惧
が
あ
っ
て
、
人
間
は
ど

こ
ま
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
。
近
い
将
来
、
臓
器
移
植
の
た
め
の
臓
器
が
お
そ
ら
く

作
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
言
え
ば
、
マ
ウ
ス
で
可
能
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ク
ロ

ー
ン
人
間
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
倫
理
的
な
教
育

が
す
ご
く
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
本
学
で
は
三
輪
正
直
学
長
が
生
命
倫
理
に
つ
い

て
お
話
を
さ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
倫
理
的
な
教
育
な
し
に
技
術
ば
か
り
を
教
育
す
る

の
は
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

西
　
本
学
の
良
い
所
の
一
つ
に
、
基
礎
医
学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
医
学
部
出
身
の
先
生
が

お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
三
輪
学
長
も
医
師
免
許
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
新
蔵
先
生

も
医
師
と
し
て
の
経
験
が
お
あ
り
で
す
。
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

医
療
の
現
場
を
見
て
き
た
先
生
が
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
技
術
の
正
の
側
面
ば
か
り
だ

け
で
な
く
、
技
術
の
負
の
側
面
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
学
の
素

晴
ら
し
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

す
べ
き
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
連
係
プ
レ
ー
が
出
来
て
い
る
か
ら
、
身
体
が
ひ
ど
い
病

気
に
な
ら
ず
に
毎
日
生
活
出
来
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
例
え
ば
一
つ
の
因
子
を
無
理
や

り
操
作
し
た
り
、
外
か
ら
細
胞
を
移
入
す
る
よ
う
な
創
薬
を
、
私
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。

免
疫
系
が
発
動
し
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
き
る
の
は
、
外
か
ら
の
刺
激
が
原
因
で
す
。
こ

の
外
か
ら
の
刺
激
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
皮
膚
や
特
に
消

化
管
の
中
に
た
く
さ
ん
い
る
細
菌
と
の
共
生
関
係
が
今
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
身
体
の
器
官
に
最
も
刺
激
を
与
え
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
の
細
胞
の
何
百
倍
も
い

る
細
菌
で
す
ね
。
そ
の
細
菌
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
、
心
臓
疾
患
や
糖
尿
病
、
が
ん
や

ア
レ
ル
ギ
ー
、
鬱
病
と
い
っ
た
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
論
文
も
近

年
発
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
な
る
べ
く
免
疫
系
を
い
じ
ら
ず
に
、
細
菌
を
良
好

な
状
態
に
保
て
る
抗
体
医
薬
を
考
え
て
い
て
、
病
原
菌
や
い
わ
ゆ
る
悪
玉
菌
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
腸
内
環
境
を
良
好
に
す
る
I
g
A
抗
体
に
注
目
し
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

西
　
最
近
で
は
、
後
天
的
な
遺
伝
子
発
現
制
御
に
関
わ
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
や
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
た
創
薬
も
開
発
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
を
研
究

し
て
お
ら
れ
る
亀
村
先
生
に
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

亀
村
　
私
は
、
が
ん
治
療
に
有
効
な
分
子
標
的
治
療
薬
の
候
補
と
さ
れ
る
ヒ
ス
ト
ン
脱

ア
セ
チ
ル
化
酵
素
の
阻
害
剤
を
初
め
て
発
見
し
た
、
理
化
学
研
究
所
の
吉
田
稔
先
生

の
研
究
室
出
身
で
す
。
一
般
に
、
ヒ
ス
ト
ン
が
ア
セ
チ
ル
化
さ
れ
る
と
遺
伝
子
発
現

が
活
発
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
遺
伝
子
発
現
を
不
活
性
化
す
る
作
用
を
も

つ
ヒ
ス
ト
ン
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵
素
を
抑
え
れ
ば
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
止
め
る
働
き

を
も
つ
遺
伝
子
の
発
現
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想

で
す
。
現
在
で
は
、
ヒ
ス
ト
ン
に
は
ア
セ
チ
ル
化
以
外
に
も
多
種
類
の
化
学
修
飾
が

起
こ
り
、
こ
の
化
学
修
飾
と
遺
伝
子
発
現
に
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
応
用
す
る
こ
と
が
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の

ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
で
す
。
私
は
、
こ
の
化
学
修
飾
に
注
目
し
て
細
胞
分
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
化
学
修
飾

を
う
ま
く
制
御
す
れ
ば
、
i
P
S
細

胞
や
幹
細
胞
を
効
率
的
に
目
的
の
細

胞
に
分
化
で
き
、
現
状
の
レ
ベ
ル
よ

り
も
格
段
に
効
率
よ
く
患
者
さ
ん
が

必
要
と
し
て
い
る
細
胞
を
供
給
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
北
大
学
で
3
年
間
の
教
育
を

終
え
た
学
生
が
4
年
次
の
卒
業
研
究
を
本
学
で
行
い
、
卒
業
論

文
を
東
北
大
学
に
提
出
し
学
位
取
得
後
に
本
学
大
学
院
に
進
学
、

さ
ら
に
博
士
課
程
で
は
滋
賀
医
科
大
学
の
大
学
院
へ
も
進
む
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

張
騫
さ
ん
、
李
力
さ
ん
、
黄
煉
さ
ん
の
3
人
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
所
属
し
、
医
療
情
報
、
3
D

画
像
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
進
化
ゲ
ノ
ム
学
、
ゲ
ノ
ム
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
を
学
び
な
が
ら
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ま
す
。

日
本
色
素
細
胞
学
会
学
術
大
会
が

本
学
を
会
場
に
開
催

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
山
本
博
章
教
授
が
会
頭
を
務
め

た
第
24
回
日
本
色
素
細
胞
学
会

学
術
大
会
が
、
11
月
24
日
・
25

日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
間
の
大
会
に
は
国
内
外
か

ら
約
1
5
0
人
が
参
加
、
46
件

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
果
に
つ
い
て
山
本

先
生
は
、「
色
素
細
胞
が
関
わ
る

生
命
現
象
全
て
に
つ
い
て
、
基
礎

か
ら
臨
床
ま
で
、
広
大
な
学
問

れ
ま
し
た
。

　

研
究
領
域
は
、「
生
体
に
お
け
る
動
的
恒
常
性
維
持
・
変
容
機

構
の
解
明
と
制
御
」
で
、
先
制
医
療
や
個
々
人
に
と
っ
て
最
適
な

診
断
・
治
療
法
の
実
現
に
向
け
て
の
生
体
の
動
的
恒
常
性
の
維

持
・
変
容
機
構
の
統
合
的
解
明
と
、
複
雑
な
生
体
反
応
を
理
解
・

制
御
す
る
た
め
の
技
術
の
創
出
を
戦

略
目
標
と
し
て
お
り
、
２
３
４
件
の

応
募
か
ら
10
件
の
採
択
と
い
う
難
関

を
ク
リ
ア
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
研

究
の
進
展
に
よ
り
、
有
用
なIgA

抗

体
を
口
か
ら
飲
む
こ
と
で
、
難
病
に

指
定
さ
れ
て
い
る
潰
瘍
性
大
腸
炎
な

ど
の
病
気
の
治
療
薬
の
開
発
や
い
ろ

い
ろ
な
疾
患
の
予
防
へ
の
応
用
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

中
国
・
東
北
大
学
か
ら

3
人
の
交
換
留
学
生
を
迎
え
る

　

本
学
と
の
大
学
間
協
定
に
基

づ
き
、
10
月
2
日
、
中
国
・
東

北
大
学
よ
り
3
人
の
交
換
留
学

生
を
迎
え
ま
し
た
。
中
国
の
国

家
重
点
大
学
の
1
つ
で
あ
る
東

北
大
学
と
は
、
2
0
0
8
年
に

本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
2
0
0
9
年
よ
り
こ

の
協
定
に
基
づ
い
て
「
3
+
1
型

交
換
留
学
制
度
」の
留
学
生
を
受

開
学
10
周
年
を
迎
え
る
年
を
前
に
し
て
、
本
学
の
教
育
と
研
究
活
動
の
成
果
が
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
連
携
も
ま
す
ま
す
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　淡海生涯カレッジは、滋賀県が県内
5地域で一般市民を対象に開設してい
る生涯学習講座です。
　今年度も、長浜校の「理論学習講座
土曜特設講座」を本学教員が担当し、
長浜バイオ大学を会場に開講しました。
6月の開講式の講演（蔡晃植先生）を皮
切りに向井秀仁先生、塩生真史先生、
野村慎太郎先生、大島淳先生、河内浩
行先生、向由起夫先生、蔡晃植先生が
講義を行いました。
　開講式以来皆勤（12/8現在）だという
熱心な受講生に感想を伺いました。「毎
回テーマが変わるし、今まで知らなか
ったことを知るのはとても楽しいで
す」（長浜市60代女性）。「バイオを身近
な生活に結びつけて話をしてくださる
ので非常に興味深く授業を受けること
ができます」（同70代男性）。

淡海生涯カレッジ長浜校、
熱気溢れる教室

開
学
10
周
年
を
迎
え
る
年
を
前
に
し
て
、
本
学
の
教
育
と
研
究
活
動
の
成
果
が
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
連
携
も
ま
す
ま
す
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

New
s

Clip

地域と大学

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
つ
い
て

【
緊
急
・
応
急
採
用
に
つ
い
て
】

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与
奨
学
金
は
、
4
月
に
定
期
採
用
の
募
集
を
行

い
、
2
0
1
2
年
度
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
保
証
人
な
ど
の
失

職
（
定
年
や
独
立
開
業
・
転
職
に
伴
い
自
己
の
意
思
で
退
職
し
た
場
合
な
ど

を
含
む
）、
死
亡
・
離
別
、
病
気
・
事
故
・
経
営
不
振
な
ど
を
理
由
と
す
る

著
し
い
支
出
増
大
・
収
入
減
少
、
被
災
等
の
理
由
に
よ
り
家
計
の
急
変
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、「
緊
急
採
用（
第
一
種
・
無
利
子
）」ま
た
は「
応
急
採
用（
第

二
種
・
有
利
子
）」
に
て
申
し
込
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込

み
は
家
計
急
変
の
事
由
が
発
生
し
た
月
か
ら
12
ヶ
月
以
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
次
年
度
の
奨
学
金
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
】

　
現
在
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
全
て
の
学
生
の
皆
さ
ん
は

（
2
0
1
3
年
3
月
満
期
終
了
者
や
途
中
辞
退
者
な
ど
を
除
く
）、
1
月
下

旬
ま
で
に
各
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
「
奨
学
金
継
続
願
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
12
月
下
旬
に
、
事
務
室
学
生
課
で
所
定
の
手
続
書
類

を
各
人
に
配
付
し
ま
す
の
で
、
掲
示
に
よ
る
配
付
告
知
に
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
家
計
支
持
者
（
父
母
共
働
き
の
場
合
は
両
方
）

と
な
る
方
の
所
得
金
額
の
入
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
家
計
基
準
お
よ
び
年

度
終
了
時
の
学
業
成
績
が
審
査
さ
れ
、
貸
与
基
準
を
超
え
た
所
得
が
あ
る
場

合
、
著
し
い
成
績
不
良
が
あ
る
場
合
、
留
年
や
卒
業
延
期
が
決
定
し
た
場
合

は
、
奨
学
生
の
資
格
が
停
止
、
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
３
月
卒
業
・
修
了
予
定
者
で
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
た
学
生
へ
】

　
2
0
1
3
年
3
月
卒
業
満
期
で
貸
与
終
了
と
な
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
既

に
「
返
還
誓
約
書
」
を
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
卒
業
後
の
奨
学
金
返
還
方

法
そ
の
他
注
意
点
に
つ
い
て
は
、
実
施
済
み
の
返
還
説
明
会
、
配
付
し
て
い

る「
返
還
の
て
び
き
」に
よ
り
理
解
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て

重
要
な
点
、
参
考
と
な
る
点
に
つ
い
て
次
の
通
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
返
還
誓
約
書
提
出
時
に「
卒
業
後
の
連
絡
先
」未
定
で
提
出
し
た
場
合
や
卒

業
後
に
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、「
返
還
の
て
び
き
」に
あ
る「
転
居
・
改

氏
名
・
勤
務
先（
変
更
）届
」を
必
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②
通
常
の
場
合
、
返
還
は
2
0
1
3
年
10
月
27
日
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
返
還

が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
登
録
し
た
口
座
に
預
金
が
あ
る
よ
う
準
備
を

し
て
く
だ
さ
い
。
不
注
意
な
ど
の
理
由
で
あ
っ
て
も
、
返
還
が
正
し
く
行

わ
れ
な
い
場
合
は
延
滞
者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

③
延
滞
が
あ
っ
た
場
合
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
延
滞
3
ヵ
月
以

上
の
場
合
、
個
人
信
用
情
報
機
関
に
個
人
情
報
が
登
録
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
使
用
制
限
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
審
査
が
通
ら
な
い
な
ど
社
会
生

活
上
重
大
な
不
利
益
を
被
り
ま
す
。

④
未
就
職
、
経
済
的
困
難
、
傷
病
な
ど
諸
事
情
に
よ
り
、
止
む
を
得
ず
奨
学

金
の
返
還
が
困
難
に
な
る
場
合
は
、「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」
を
必
ず

日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結
果
、
猶
予
が
認

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
に
よ
り
返
還
金
額
を
当
初
に

決
め
ら
れ
た
1
／
2
の
金
額
で
、
2
倍
の
期
間
を
か
け
て
返
還
す
る
減
額

返
還
制
度
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
奨
学
金
の
全
額
あ
る
い
は
一
部
の
返
還
を
ま
と
め
て
行
う
繰
上
返
還
制
度

（
て
び
き
4
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
在
学
中
で
も
、
2
0
1
3
年
2

月
中
旬
以
降
（
詳
細
日
は
判
明
し
だ
い
掲
示
等
で
案
内
）
に
申
込
が
可
能
で
、

3
月
31
日
ま
で
に
払
い
込
み
を
し
た
場
合
、
第
二
種
奨
学
金
に
つ
い
て
は

無
利
息
で
返
済
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
学

生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
大
学
院
な
ど
に
進
学
す
る
者
は
、
在
学
中
の
返
還
期
限
猶
予
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、
進
学
先
入
学
後
に
「
在
学
届
」（
て
び

き
48
ペ
ー
ジ
）を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
学
部
在
籍
時
に
貸
与
を
受
け
、
大
学
院
在
籍
時
に
在
学
猶
予
と
な
っ
て
い

た
者
も
返
還
が
始
ま
り
ま
す
。
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
登
録
を
し
た
口
座
へ

入
金
の
準
備
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
諸
手
続
を
行
う
た
め
の
所
定
用
紙
は
、
全
て
「
返
還
の
て
び
き
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
を
し
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
ま
た
は

F
A
X
で
日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
卒
業
後
に

不
明
な
点
、
相
談
し
た
い
事
が
あ
っ
た
場
合
は
、
て
び
き
裏
面
記
載
の
奨

学
金
返
還
相
談
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
0
5
7
0
│
03
│
7
2
4
0
）

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
0
1
2
年
度
後
期
学
年
暦
に
つ
い
て（
予
定
）

【
後
期
】

2
0
1
3
年
1
月 

31
日
〜
2
月
7
日   

後
期
定
期
試
験
期
間

　
　
　
　
　
2
月
9
日
〜 

  

春
期
休
暇
開
始

　
　
　
　
　
3
月
16
日  

  

学
部
卒
業
式
・
大
学
院
学
位
授
与
式

※
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
3
年
3
月
卒
業
・

修
了
予
定
者
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学生生活 information

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
に

学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
を
出
展

　

本
学
に
隣
接
す
る
長
浜
ド
ー
ム
で
、
10
月
24
日
〜
26
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
15
回
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
2
0
1
2
」

に
、
本
学
も
出
展
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
研
究
成
果
の
展
示

の
ほ
か
に
、
高
校
生
向
け
に
本
学
が
開
発
し
、
学
生
が
実
際
に

活
用
し
て
い
る
教
育
用
ソ
フ
ト
「
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
」
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
実
演
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
の
見

学
に
訪
れ
た
高
校
生
ら
が
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
出
題
さ
れ
る
問

題
に
次
々
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
高
校
生
か
ら
は
、「
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
学
習
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
は
と
て
も
楽
し
い
と
思
っ
た
し
、
つ
い
夢
中
に
な

っ
た
。
こ
の
や
り
方
な
ら

誰
で
も
楽
し
く
学
習
で
き

る
と
思
っ
た
。
僕
も
こ
ん

な
大
学
に
入
っ
て
み
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
、
素
晴

ら
し
い
シ
ス
テ
ム
だ
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。新

蔵
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
が

J
S
T
の「
さ
き
が
け
」に
採
択

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
の
新
蔵
礼
子
先
生
の
研
究
テ

ー
マ「
腸
管IgA

抗
体
に
よ
る
腸
内
細
菌
制
御
機
構
の
解
明
と
応

用
」が
、
日
本
学
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の
戦
略
的
創
造
研
究
推

進
事
業
（
さ
き
が
け
）
の
平
成
24
年
度
新
規
研
究
課
題
に
採
択
さ

領
域
が
一
体
と
し
て
議
論
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
で
す
。
今

回
は
国
際
色
素
細
胞
会
議
の
海
外
理
事
も
交
え
て
、
白
熱
し
た

討
論
が
行
わ
れ
、
こ
の
領
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。
ま

た
会
場
で
そ
の
運
営
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
く
れ
た
本
学
の
学

生
の
皆
さ
ん
に
も
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
大
会
会
期
中
に
、
本
学
ス
タ
ッ
フ

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
海
外
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
会

議
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
1
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
に
合
格

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
の
北
川
坦
さ
ん
が
、
平
成
24

年
度
第
1
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

8
月
22
日
〜
24
日
に
全
国
6
カ
所
で
実
施
さ
れ
た
試
験
で
、
今
年

も
第
1
種
合
格
率
は
23
・
1
%
と
難
関
で
し
た
。
合
格
者
は
講
習
を

受
け
た
後
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
「
第
1
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
免

状
」（
国
家
資
格
）が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
取
扱
主
任
者
は
放
射
線
を

取
り
扱
う
施
設
で
は
必
ず
必
要
で
、

就
職
等
で
も
有
利
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
川
さ
ん
は
、「
2
年
次
後
期
の

『
放
射
線
概
論
』、3
年
次
前
期
の『
放

射
線
生
物
学
』
を
受
講
、
夏
休
み
に

集
中
的
に
試
験
対
策
を
し
ま
し
た
。

暗
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
大
変
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
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命洸祭実行委員長
岩前 拓志さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

第10回命洸祭を終えて

命洸祭タイムテーブル

命洸祭
第10回の節目を迎えて開催された本学の学園祭「命洸祭」。
その様子を写真で紹介します。

Campus
 　life
 Topics

【西義介先生トークショー】
「ぼくも二十代の頃はまだ行く先も見えず不安でいっ
ぱいだったんだよ。」

【吹奏楽部演奏】
「この編成でこの迫力。長浜市内のイベントではひっ
ぱりだこなのです。」

【最強トリオ・ミニゲーム】
「見よ！ぼくらの団結力を。ん？となりに負けてるかも。」

【模擬店・焼きおにぎり】
「香ばしい香りと笑顔がお客さんを惹きつけます。」

【CELL部の科学実験】
「子どもに大人気。ちびっこ科学者と照れくさそう
なお父さんたち。」

【軽音SAIKACHI★SONIC‘12】
「サイコー！乗りがいいだろぉ？エキサイティング
だぜぇ。」

【緑川光トークライブ】
人気声優トークライブの当日券を求めて早朝より
長蛇の列。雨もなんのその。

　記念すべき10回目の命洸祭。
今年こそは晴天の中での開催
を、と祈っていましたが、2
日目はあいにくの雨に見舞わ
れました。しかし、悪天候に
も関わらず多くの方々にご参
加いただきました。
　様々なアクシデントもあり
ましたが無事終える事が出来
たのも、大学の関係職員の
方々ならびに長浜市を中心と
する地域の皆様のお力添えが
あってこそだと感じておりま
す。活動にご理解とご支援を
いただき誠にありがとうござ
いました。
　私自身は目の前の仕事をこ
なすことに精一杯でしたが、
来年は、成長した後輩たちが
命洸祭のさらなる発展を目指
して頑張りますので、どうぞ
応援をよろしくお願いいたし
ます。

●トークショー　西義介先生
●運だめし
●ゲーム大会
　「ポケモン大会 in 長浜」
●スポーツ広場
　「フリースローにチャレンジ」
●最強トリオ
●ダブルダッチ
●トークショー　
　松島三兒先生
●バイオクイズ
●ゲーム大会
　「長浜大乱闘祭」
●男装女装コンテスト
●トークショー　
　奈良篤樹先生
●フリーマーケット
●シェイプクイズ
●ウルトラクイズ
●マジックショー
●ゲストライブ　緑川 光
●本庄礼佳LIVE
●竹村太一パフォーマンス
●よさこい
●ビンゴ大会

サイズ・ルペスさん
（バイオサイエンス学科 1年次生）

　友達作りと交流が好きな私にとっ
て、滋賀県内の大学の学生と一泊し
て交流したのは、本当に良い機会で
した。琵琶湖にある沖島に行き、島の人たちとも協力しな
がら、他大学の学生と一緒に島のあちらこちらに捨てられ
たゴミを拾ったことも楽しい交流の一つでした。地引網漁
を体験して魚を獲ったことも、人生の良い経験でした。
交流会とクイズで得た滋賀県のいろいろな情報は、これ
から滋賀で生活していくのに役立つと思います。水茎焼
陶芸の里で手回しロクロを回しながら水茎焼きを作るの
は大変でしたが、最後にカップの形になった時は何より
も嬉しかったです。

馮 麗利さん
（コンピュータバイオサイエンス学科
4年次生）

　一緒に参加した大学院生の徐任
さんと相談して、着ぐるみを着て子
どもたちと遊ぶことにしました。ところが、クマとスノウマ
ンの着ぐるみを着て子どもたちにハグしようと近づくと、
怖がって逃げていきました。そこで園長先生の計らいで
和服を着せてもらい、それで子どもたちのところに行った
ら、今度はみんな「きれーい」と喜んで寄ってきてくれまし
た。
　元気な子どもたちと一緒に遊んでとても楽しかったで
す。私は、食事の前に子どもたちみんなで「いただきます」
の歌を歌う習慣がとても珍しかったです。こんな機会があ
れば、またぜひ参加したいと思いました。

　

9
月
29
日
・
30
日
の
「
環

び
わ
湖
大
学
･
地
域
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」1
泊
研
修
に
、

本
学
の
学
生
7
人
と
職
員
1

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
で
は
日
頃
知
り
合
う
機

会
の
な
い
他
大
学
の
学
生
と

交
流
で
き
、
ま
た
滋
賀
に
つ

い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

初
日
は
淡
水
に
浮
か
ぶ
有
人
島
と
し
て
有
名
な
沖
島
に

船
で
渡
り
、
清
掃
や
植
樹
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。

地
引
網
漁
を
体
験
し
た
り
、
西
福
寺
で
島
の
歴
史
も
聞
き

ま
し
た
。

　

翌
日
は
台
風
接
近
の
た
め
、
半
日
の
活
動
に
切
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
近
江
八
幡
で
の
水
茎
焼
の
作
陶
体
験
は

と
て
も
面
白
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
12
月
に
本
学
で
開
か
れ
る
び
わ

湖
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

発
表
内
容
も
、
各
大
学
で
協
力
し
合
っ
て
作
成
し
て
い
き

ま
す
。

　

市
内
在
住
の
外
国
人
と
園

児
た
ち
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
、
11
月
20
日
長
浜
梅

香
保
育
園
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
中
国
人
留
学
生
、

大
学
院
生
の
徐
任
さ
ん
と
4

年
次
生
の
馮
麗
利
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
、
中
国
の
数
の
数

え
方
を
日
本
と
は
違
う
指
の
折
り
方
で
子
ど
も
た
ち
に
教

え
た
り
、
絵
カ
ー
ド
で
日
本
語
と
中
国
語
を
比
べ
た
り
し

て
、
自
国
の
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。
他
に
も
ブ
ラ
ジ
ル

コ
ー
ナ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
日
本
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
を
回

っ
て
遊
び
ま
し
た
。　

　

ダ
ン
ス
タ
イ
ム
で
は
、
み
ん
な
で
サ
ン
バ
や
江
州
音
頭

を
踊
り
ま
し
た
。
給
食
で
は
参
加
者
全
員
で
、
豆
料
理
や

チ
キ
ン
な
ど
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
び
わ
湖
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

一
泊
研
修
に
参
加

保
育
園
で
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

留
学
生
が
参
加

劉 琳琳さん
（アニマルバイオサイエンス学科
2年次生）

　滋賀県の陶芸と言えば信楽焼き
ですが、他にも素敵な焼きものがあ
ります。その一つの水茎焼きの陶芸体験で、手廻しロクロ
コースにチャレンジしました。スタッフの方が実際に粘土
を使って説明してくださり、とても分かりやすかったです。
四角い粘土がみるみる形を変えていきました。
説明後は私達の番でした。上手にできるかな...不安を抱
きつつ作業を始めました。困った事態に陥る前に、スタッ
フの方のアドバイスや手伝いがあり、個性的なものや綺
麗な形を望みながら、頑張って素晴らしい作品を完成し
ました。焼き上がるまで1ヶ月半程かかるそうで、とても楽
しみです!

　

11
月
23
日
、
今
年
度
の
2

回
目
と
な
る
留
学
生
と
チ
ュ

ー
タ
ー
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。
留
学
生
の
チ

ュ
ー
タ
ー
制
度
は
、
留
学
生

の
日
本
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

し
よ
う
と
2
0
0
9
年
度
よ

り
導
入
し
た
制
度
で
す
。

　

第
1
回
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
留
所
で

ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造
工
程
を
見
学
、
今
回
は
、
長
浜
市
黒

壁
に
あ
る
「
ほ
っ
こ
く
が
ま
」
で
水
茎
焼
の
陶
芸
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

水
茎
焼
は
滋
賀
県
の
焼
き
物
で
、
琵
琶
湖
の
淡
水
色
を

ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
す
。
学
生
た
ち
は
手
廻
し
ロ
ク
ロ

で
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
皿
な
ど
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
で
手
作

り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
、
本
学
の
ま
ち
な
か
活
動
拠
点
「
町
家
」
に
て

交
流
の
ゲ
ー
ム
、
長
浜
市
を
代
表
す
る
近
代
和
風
建
築「
安

藤
家
」の「
古
翠
園
」で
、
見
ご
ろ
の
紅
葉
を
見
学
す
る
な
ど

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

留
学
生
と
チ
ュ
ー
タ
ー
で

水
茎
焼
の
陶
芸
体
験
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◆ 大学からのお知らせ

開学10周年企画
長浜バイオ大学への提言③
本学の開学10周年を祝ってのメッセージ第3回は、
地元滋賀県の嘉田由紀子知事、バイオジャーナリ
ズムのトップランナー、日経BP社の宮田満・特命
編集委員にお願いしました。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
わ
が
国
で
唯
一
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

名
を
冠
し
た
大
学
で
あ
る
。

　

長
浜
は
京
都
と
北
陸
を
結
ぶ
要
地
に
存
在
し
、
日
本
海
側
と
京
都

の
流
通
を
担
っ
て
い
た
。
琵
琶
湖
の
水
運
と
北
陸
線
を
結
合
し
、
物

流
や
人
的
交
流
の
ま
さ
に
要
を
誇
っ
て
き
た
。
伝
統
の
織
物
産
業
や

鉄
砲
鍛
冶
な
ど
で
形
成
さ
れ
て
い
た
技
術
基
盤
は
文
明
開
化
で
花
開

き
、
近
代
的
紡
績
産
業
を
生
み
、
同
時
に
そ
の
機
械
化
に
よ
っ
て
、

新
た
な
農
機
具
な
ど
の
機
械
産
業
も
生
ん
だ
。
ま
さ
に
、
文
明
開
化

の
先
進
地
域
だ
っ
た
の
だ
。
多
く
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
も
こ
の
地

が
育
ん
だ
。

　

し
か
し
、
進
取
の
気
風
に
満
ち
た
長
浜
市
も
唯
一
度
、
技
術
突
破

に
背
を
向
け
た
こ
と
が
あ
る
。
東
海
道
線
の
受
け
入
れ
を
避
け
た
こ

と
で
あ
る
。
諸
説
紛
々
だ
が
、
既
得
権
に
よ
る
柵
と
鉄
道
こ
そ
が
次

の
文
明
の
基
幹
を
成
す
と
い
う
先
見
性
を
欠
い
た
こ
と
が
原
因
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、長
浜
は
流
通
の
要
の
位
置
を
失
い
、そ
の
分
、

独
自
の
文
化
と
佇
ま
い
が
残
っ
た
。
や
が
て
高
度
成
長
時
代
が
終
わ

り
、
経
済
成
長
よ
り
環
境
問
題
が
価
値
を
生
む
時
代
に
、
再
び
長
浜

が
注
目
を
浴
び
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
だ
。
時
代
の
変
遷
に
よ
り
、

新
し
い
価
値
や
そ
れ
を
創
造
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
何
度
も
選
択

の
機
会
を
与
え
る
格
好
の
証
左
と
な
っ
た
。

　

わ
が
国
は
今
、
少
子
高
齢
化
と
環
境
と
経
済
成
長
の
調
和
と
い
う

大
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
難
問
を
解
く
決
定
的
な
鍵
を
握
る

の
が
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
を
誘
致
、

創
設
し
た
長
浜
は
ま
さ
に
21
世
紀
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
今
度
は
的

確
に
、
そ
し
て
果
敢
に
選
択
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
過
ち
か
ら
学

ぶ
賢
い
市
民
社
会
が
こ
こ
に
は
あ
る
の
だ
。
京
都
大
学
と
共
同
で
開

始
し
た
長
浜
市
の
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
も
、
全
国
の
自
治
体
に
先

駆
け
た
試
み
で
あ
る
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
付
託
さ
れ
た
市
民
の
願
い
は
重
い
。
長
浜
が

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
再
び
先
進
地
域
と
な
り
、
雇
用

を
創
出
、
全
国
、
そ
し
て
海
外
か
ら
も
才
能
に
溢
れ
た
野
心
的
な
若

者
を
引
き
つ
け
る
。
こ
う
し
た
若
い
才
能
と
地
域
の
産
業
・
金
融
が

連
携
し
、
起
業
が
続
々
と
始
ま
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
コ
シ
ス
テ

ム
形
成
の
核
と
し
て
、
私
は
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
大
き
な
期
待
を
抱

い
て
い
る
。
教
育
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
次
の
10
年
に
長
浜
バ

イ
オ
大
学
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。
大
き
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
抱
き
、
地
域
そ
し
て
わ
が
国
の
再
浮
上
へ
と
着
実
に
貢
献

す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
平
成
15
年
4
月
に
、
日
本
で
は
初
め
て
、
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
教
育
・
研
究
に
特
化
し
た
単

科
大
学
と
し
て
開
設
さ
れ
、
本
年
4
月
に
、
開
学
10
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
開
学
以
来
、
最
先
端
の

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
の
研
究
や
高
度
な
専
門
知
識
・
技
術
を
持

つ
人
材
育
成
に
加
え
、
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に
お
け
る
中
核
施

設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
地
域

の
中
小
企
業
や
農
業
団
体
等
と
の
連
携
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、「
実

学
」
の
大
学
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
は
、
人
と
人
の
絆
を
つ
な
ぎ
、
人
と
自
然
が
つ
な
が
る

中
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
社
会
的
な
課
題
の

解
決
を
行
い
、
生
活
の
満
足
度
と
と
も
に
社
会
の
質
を
高
め
、
住
み

心
地
日
本
一
の
滋
賀
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に

産
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
環
境
や
医
療
・
健
康
領
域
等
を
今
後
の
成

長
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
、「
滋
賀
バ
イ
オ
産
業
推
進
機
構
」
を
中
心

に
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
を
図
る
環
境
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

未
来
を
先
取
り
し
た
最
先
端
の
知
識
と
技
術
に
は
、
滋
賀
の
み
な

ら
ず
地
球
規
模
の
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
の
発
展
は
、
地
球
規
模
で
の
環
境
の
変
化
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
安
全
・
安
心
な
食
、
健
康
と
い
っ
た
私
た
ち
が
抱
え
て
い
る

多
く
の
不
安
を
、
安
心
に
変
え
る
た
め
に
、
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

今
後
も
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
産
業
界
と
学
術
分
野
に
お
け
る
牽

引
役
と
な
り
、
大
学
教
員
や
学
生
、
卒
業
生
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ま
方
が
日
本
で
、
ま
た
世
界
で
御
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

産業界と学術分野における
牽引役となることを期待

イノベーションの
エコシステム形成の核に
日経BP社特命編集委員
宮田 満さん

滋賀県知事　
嘉田 由紀子さん

本
学
の
保
護
者
会
が
、
設
立
準
備
会
を
経
て
11
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
開
学
10
周
年
記
念
事
業
の
準
備
が
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。

設
立
準
備
会
を
経
て
保
護
者
を
結
成

　

本
学
で
は
開
学
10
周
年
を
迎
え
る
2
0
1
3
年
度

に
向
け
て
、
保
護
者
会
結
成
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

来
ま
し
た
。
11
月
1
日
に
は
役
員
就
任
予
定
の
保
護

者
と
大
学
事
務
局
が
出
席
し
、
同
窓
会
設
立
準
備
会

を
開
き
ま
し
た
。
三
輪
正
直
学
長
、
若
林
浩
文
理
事

長
の
挨
拶
の
後
、
さ
っ
そ
く
会
則
の
制
定
お
よ
び
役

員
選
任
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
則
の
審
議
で
は
、
年
会
費
や
事
業
内
容
に
つ
い
て

も
質
疑
応
答
が
あ
り
、
保
護
者
懇
談
会
、
新
入
生
保

護
者
説
明
会
、
学
生
奨
学
金
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

な
ど
の
事
業
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
会
則
案
に
つ
い

て
は
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則
付

則
3
に
基
づ
い
て
三
輪
学
長
よ
り
指
名
さ
れ
た
6
人
の

役
員
候
補
が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
保
護
者
会
が
設

立
さ
れ
、
続
い
て
第
1
回
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
入
学

式
お
よ
び
10
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力
な
ど
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
保
護
者
会
で
は
、「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
発

展
に
資
し
、
あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
」

と
い
う
設
立
の
目
的
に
し
た
が
い
、
学
生
支
援
や
保

護
者
相
互
の
交
流
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

選
出
さ
れ
た
役
員
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

会　

長　

南
部 

厚
志

　
　
　
　

副
会
長　

武
岡 

都
弓
彦

本
学
の
保
護
者
会
を
結
成
、
10
周
年
記
念
事
業
の
準
備
も
進
む

学
　
部
　
長　

山
本 

章
嗣 

教
授

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

理
学
博
士（
京
都
大
学
）、
京
都
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

大
学
院
研
究
科
長

蔡 

晃
植 

教
授（

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

農
学
博
士（
東
京
大
学
）、
朝
鮮
大
学
理
学
部

卒
業

　
　
　
　

監　

査　

神
谷 

正
彦

　
　
　
　

幹　

事　

沢
田 

道
宏

　
　
　
　

幹　

事　

浦
野 

哲

　
　
　
　

幹　

事　

石
川 

雅
嗣　
　
　
（
敬
称
略
）

結
成
に
向
け
準
備
が
進
む
校
友
会

　

本
学
は
今
春
第
7
期
生
を
送
り
だ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
す
で
に
卒
業
生
は
1
5
0
0
人
を
超
え
、

全
国
で
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
で
は
開
学
10

周
年
を
機
に
本
学
の
卒
業
生
、
大
学
院
修
了
生
を

対
象
に
、
交
友
会「
命
洸
会
」（
仮
称
）の
結
成
準
備

を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
役
員
候
補
の
調
整
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　

交
友
会
は
交
友
相
互
お
よ
び
母
校
と
の
交
流
に

よ
り
交
友
間
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
母
校

の
発
展
と
後
輩
学
生
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
周
年
記
念
事
業

　

開
学
か
ら
今
日
ま
で
の
大
学
発
展
に
、
多
大
な

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
創

立
10
周
年
を
祝
い
ま
す
。

　

●
創
立
10
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

 

（
2
0
1
3
年
5
月
28
日
）

　

●
長
浜
バ
イ
オ
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

　
（
2
0
1
3
年
10
月
19
日
）

第
3
次
中
期
事
業
計
画

　

本
学
で
は
次
の
10
年
を
見
据
え
て
学
生
・
教
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
本
学
の
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
、

社
会
に
有
用
な
学
生
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

特
化
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
臨
床
検
査
技
師
養
成
）

や
、
環
境
・
植
物
分
野
、
創
薬
・
薬
学
分
野
の
研
究

分
野
に
進
み
た
い
学
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
滋
賀

医
科
大
学
お
よ
び
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
と
の
連
携
大
学
院

構
想
、
中
国
・
東
北
大
学
に
加
え
て
タ
イ
国
カ
セ
サ
ー

ト
大
学
と
の
学
生
交
流
促
進
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

次
期
学
部
長
と
研
究
科
長
を
選
任

　

池
村
淑
道
学
部
長
・
研
究
科
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
次
期
学
部
長
と
研
究
科
長
を
、
教
授
会
の
選

考
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

2
0
1
3
年
4
月
1
日
よ
り
2
年
間
で
す
。
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ピックアップ授業
―
―
　
色
素
細
胞
の
発
生
と
機
能
発
現
機
構
、
そ

の
結
果
と
し
て
の
環
境
ス
ト
レ
ス
緩
和
の
解
析
が

ご
専
門
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か
？

　

私
た
ち
は
60
兆
個
ほ
ど
の
細
胞
で
形
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
は
2
0
0
〜
4
0
0
種
類
の
型

に
別
け
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
ど

う
や
っ
て
、
1
個
の
受
精
卵
か
ら
生
み
出
さ
れ
複
雑

な
体
の
一
部
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
る
の
か
、
そ
の

仕
組
み
や
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
の
働
き
を
知
り
た
い
と

い
う
興
味
か
ら
、
一
つ
の
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

色
素
細
胞
を
対
象
に
、
発
生
遺
伝
学
的
に
調
べ
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ヒ
ト
が
発
生
さ
せ
る
色
素
細
胞
は
、
メ

ラ
ニ
ン
合
成
を
お
こ
な
う
メ
ラ
ニ
ン
色
素
細
胞
の
み

で
す
。そ
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
細
胞
に
は
発
生
経
路（
系

譜
）
の
違
い
で
2
種
類
あ
り
ま
す
。
一
方
は
発
生
中

の
脳
に
由
来
す
る
網
膜
色
素
上
皮
細
胞
で
、
メ
ラ
ニ

ン
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
視
覚
に
必
須
の
働
き
を
す

る
細
胞
で
す
。
貪
食
作
用
が
激
し
く
、
そ
の
機
能

が
無
く
な
る
と
、
網
膜
変
性
症
を
引
き
起
こ
し
、
視

覚
を
失
い
ま
す
。

　

他
方
は
、
皮
膚
や
毛
髪
に
色
を
付
け
る
原
因
と

な
る
色
素
細
胞
で
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
は
、
脊
椎
動
物
特
異
的
に

胚
の
背
部
に
形
成
さ
れ
る
神
経
冠
の
細
胞
に
由
来

し
ま
す
。
こ
の
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
は
全
身
に
激
し
く
移

動
す
る
能
力
が
あ
り
、
そ
の
一
群
は
皮
膚
以
外
に
も

眼
や
内
耳
、
心
臓
、
軟
髄
膜
、
脂
肪
組
織
な
ど
に

移
動
し
て
定
着
し
ま
す
。
こ
の
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
が
内

耳
に
定
着
し
な
い
と
難
聴
に
な
り
ま
す
。
私
の
研
究

室
で
飼
育
し
て
い
る
突
然
変
異
体
の
マ
ウ
ス
は
、
網

膜
色
素
上
皮
は
正
常
に
発
生
す
る
の
で
眼
は
黒
い

の
で
す
が
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
が
発
生
で
き
な
い
た
め

全
身
が
白
毛
色
で
、
難
聴
で
す
。
ヒ
ト
で
も
ワ
ー
ル

デ
ン
ブ
ル
グ
症
候
群
と
い
う
、
皮
膚
の
疾
患
を
伴

う
難
聴
の
病
気
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
着
色

部
分
が
水
玉
模
様
状
に
現
れ
る
ダ
ル
メ
シ
ア
ン
犬

は
、
体
の
白
い
領
域
が
大
き
い
ほ
ど
、
難
聴
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
耳
に
は
聴
覚
に
必
須
の
コ

ル
チ
器
と
い
う
器
官
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
ラ
ノ
サ

イ
ト
は
コ
ル
チ
器
が
面
し
た
リ
ン
パ
液
の
組
成
の
安

定
化
に
必
須
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
が
聴
覚
に
必
須
で
あ
る
こ
と
が
、
近

年
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
色
素
細
胞
が
地
球

上
で
私
た
ち
動
物
が
進
化
す
る
際
に
「
生
存
戦
略
」

に
、
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
単
に
皮
膚
や
毛
に
色
を
付
け

て
、
結
果
的
に
個
体
の
個
性
を
表
す
こ
と
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
種
々
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
組
織
、
器
官
、

ひ
い
て
は
個
体
を
守
り
、
そ
の
恒
常
性
を
維
持
す
る

機
構
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
　
最
近
の
研
究
の
進
展
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

現
在
マ
ウ
ス
や
ヒ
ト
で
は
4
0
0
近
く
の
遺
伝
子

（
正
確
に
は
遺
伝
子
座
で
す
）が
体
色
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
こ
の
数
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
も
全
遺
伝
子
の
約
2
%
が
相
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の

か
、
ま
た
い
つ
か
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

か
な
り
多
い
数
と
思
い
ま
す
。
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
に
つ

い
て
も
未
知
の
機
能
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

例
え
ば
心
臓
で
は
頻
脈
に
か
か
わ
る
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
内
耳
色
素
細
胞

が
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
防
御
す
る
G
s
t
の
一
種
を
高

発
現
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
雑
音
を
聴
か
せ
る
と

ネ
ズ
ミ
の
耳
の
中
が
真
っ
黒
に
な
る
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
メ
ラ
ニ
ン
合
成
を
欠
く
ア
ル
ビ
ノ

の
ネ
ズ
ミ
が
雑
音
に
弱
い
と
の
報
告
も
見
つ
け
ら
れ

ま
す
。
自
分
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
他
人
か
ら
は
言

わ
れ
た
く
な
い
指
摘
や
小
言
等
を
聞
く
と
「
耳
が
痛

い
」
と
表
現
し
ま
す
が
、
あ
れ
は
内
耳
の
色
素
細
胞

が
ス
ト
レ
ス
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
安
心

し
て
表
現
し
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
、
き
っ
と

（
冗
談
半
分
で
す
よ
）。
現
在
、
眼
の
外
側
に
あ
る
メ

ラ
ノ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
興
味
を
持
っ
て
観
察
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
膨
大
な
関
連
報
告
か
ら
先
に
も
述

べ
ま
し
た
が
、
色
素
細
胞
は
す
べ
て
の
ス
ト
レ
ス
を

吸
収
し
、
緩
和
す
る
細
胞
と
し
て
進
化
し
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
体
中
に

散
ら
ば
る
色
素
細
胞
が
ど
の
よ
う
な
環
境
応
答
機

能
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
機
能
分
化
し
て

い
く
の
か
、
そ
れ
ら
を
解
析
ま
た
推
察
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
が
環
境
ス
ト
レ
ス
に
応
答
す
る
様
子
を
モ
ニ

タ
ー
で
き
る
一
モ
デ
ル
系
の
確
立
だ
け
で
な
く
、
積

極
的
な
ス
ト
レ
ス
緩
和
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
　
最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
学
生
時
代
に

大
切
な
の
は
、「
良
師
良
友
を
得
る
」こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
先
生
は
ま
あ
よ
い
と
し
て
、
ど
う
い

う
友
人
が
良
友
な
の
か
？
と
聞
か
れ
れ
ば
、
一
般
的

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
意
識
し
な

い
で
い
ら
れ
る
こ
と
も
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
、
学
生
時
代
に
一
緒
に
釣
り
や
山
登
り

に
夢
中
に
な
っ
た
友
人
た
ち
と
は
、
今
も
自
然
に
付

き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
友
人

と
は
、
受
け
身
で
出
会
う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

偶
然
受
動
的
に
始
ま
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

自
分
か
ら
積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
場
に
出
た
り
、
行

動
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
卒
業
後
も
長
く
付

き
合
え
る
人
生
の
良
友
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「
行
動
す
る
思
考
人
」は
ま
さ
に
本
学
の
校
是
で
す
。

今
回
の
「
研
究
室
訪
問
」
で
は
、
色
素

細
胞
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
山
本
博

章
先
生
を
、
環
境
応
答
遺
伝
学
研
究
室

に
訪
ね
ま
し
た
。

山
本　

博
章
先
生
　

　●
環
境
応
答
遺
伝
学
研
究
室

―
―
　
色
素
細
胞
の
発
生
と
機
能
発
現
機
構
、
そ

研究室訪問22

プロフィール
皮膚や毛また眼の色といっ
た、ヒトの個性発現を支える
色素細胞の発生と環境応答機
能の発現機構、それらの進化
について研究している。東北
大学大学院理学研究科博士
課程後期の課程終了(理学博
士)。東北大学教養部生物学
科助手、同理学部生物学科
助教授、同大学院生命科学
研究科助教授、准教授を経て
現職。和歌山県田辺市出身。

今
回
は
i
P
S
細
胞
研
究
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
を
契
機
に
注
目
さ
れ
て
い
る
、
創
薬
研
究
や
細
胞
工
学
の
分
野
の
講
義
科
目
か
ら
、

細
胞
工
学
と
薬
理
学
を
紹
介
し
ま
す
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
草
津
市
に
バ

イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
予
定
で
あ
る
こ
と

と
、
山
中
伸
弥
京
都
大
学
教
授
の

i
P
S
細
胞
に
少
な
か
ら
ず
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
、
細
胞
工
学
を
受

講
す
る
き
っ
か
け
で
し
た
。
私
は

i
P
S
細
胞
の
多
目
的
機
能
に
興
味

が
あ
る
の
で
、
将
来
は
細
胞
工
学
の

知
識
を
役
立
て
る
仕
事
に
就
け
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
実
験
で
扱
う
器
具
の

名
前
や
大
腸
菌
の
種
類
、
大
腸
菌
を

形
質
転
換
す
る
為
の
ベ
ク
タ
ー
や
酵

母
の
培
養
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。
大
腸
菌
を
使
っ
た
タ
ン
パ
ク

質
製
造
の
仕
事
や
ペ
プ
チ
ド
を
扱
う

分
野
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
こ
の
授
業
は
と
て
も
有

意
義
な
も
の
で
す
。

　
薬
理
学
は
、
製
薬
や
研
究
方
面
を

目
指
す
人
に
お
あ
つ
ら
え
向
き
の

授
業
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

私
た
ち
が
個
人
で
、
ま
た
少
人
数

に
分
か
れ
て
、
一
か
ら
病
気
を
調

べ
て
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
発
表

後
は
、
先
生
や
ほ
か
の
学
生
か
ら

容
赦
な
く
質
問
が
飛
ん
で
く
る
の

で
、
そ
の
対
策
も
十
分
に
し
て
お

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
下
調

べ
や
発
表
を
通
し
て
、
い
つ
の
間

に
か
そ
の
病
気
の
こ
と
が
す
っ
か

り
頭
に
定
着
し
て
い
る
の
で
す
。

　
更
に
、
発
表
者
が
調
べ
き
れ
な

か
っ
た
薬
の
作
用
機
序
や
病
態
な

ど
も
、
先
生
が
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
解
説
し
て
下
さ
る
の
で
、
い

つ
も
時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
て
集

中
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
凄
く
密

度
の
濃
い
授
業
で
す
。

牛田 葵さん
（アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

織田 弘樹さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

　

実
験
技
術
者
を
目
指
す
人
に
と
っ
て
は
必

須
の
講
義
で
、
大
腸
菌
、
酵
母
、
動
物
培
養

細
胞
を
取
り
扱
う
上
で
不
可
欠
な
基
礎
的

知
識
や
、
よ
く
使
わ
れ
る
実
験
手
技
の
原

理
・
方
法
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。
例
え

ば
、
滅
菌
法
に
は
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
以
外
に

Ｕ
Ｖ
照
射
や
フ
ィ
ル
タ
ー
濾
過
な
ど
様
々
な

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
適
切
に
使
い
分
け
ら

れ
る
よ
う
学
ぶ
こ
と
で
、
応
用
研
究
や
卒
業

研
究
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
近
年
の
研
究
で
は
不
可
欠
に
な
っ
て

き
た
、
モ
デ
ル
生
物
を
使
っ
た
研
究
法
も
取

り
上
げ
ま
す
。
マ
ウ
ス
、線
虫
、カ
エ
ル
、シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
中
心
に
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
作
製
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
、
幹
細
胞
や
、
最
近
注
目
の
i
P
S

細
胞
に
つ
い
て
の
話
題
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

講
義
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
担
当
：
小
宮
徹
先
生
、）

　

病
気
の
原
因
や
症
状
な
ど
の
仕
組
み
を

理
解
し
、
薬
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
正

常
な
状
態
に
戻
す
の
か
を
学
ぶ
、
生
命
科

学
系
の
学
部
に
は
珍
し
い
医
学
系
の
科
目

で
す
。

　

講
義
で
は
、
て
ん
か
ん
や
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
な
ど
、
神
経
系
、
循
環
器
系
、
代
謝
・

内
分
泌
・
免
疫
系
、
消
化
器
系
の
代
表

的
な
病
気
の
仕
組
み
と
薬
の
作
用
を
学
び
、

遺
伝
的
背
景
の
影
響
や
治
療
薬
開
発
の
先

端
研
究
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
が
ん
は
病
態
理
解
の

実
習
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
実
習
と
併

せ
て
複
合
的
に
理
解
で
き
る
の
が
特
徴
で

す
。　
　

　

１
〜
３
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
一
つ
の
病
気

を
テ
ー
マ
に
病
態
や
原
因
、
治
療
法
な
ど

を
調
べ
て
発
表
、
質
疑
討
論
と
疑
問
点
の

再
調
査
を
受
け
て
統
括
講
義
を
行
う
と
い

う
、
能
動
的
な
講
義
方
式
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　

 

　
（
担
当
：
永
井
信
夫
先
生
）

応
用
研
究
に
実
践
的
に
使
え
る

実
験
手
技
の
原
理
や
方
法
を
学
習

細
胞
工
学

自
主
学
習
・
発
表
・
討
論
を
通
し

病
態
生
理
と
薬
の
作
用
を
学
ぶ

薬
理
学
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カ
プ
サ
イ
シ
ン
と
Ｄ
Ｈ
Ａ
に
よ
る
抗
が
ん
物
質
の
実
用
化
に
向
け
て

　
高
畑 

京
也
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

光
合
成
色
素
を
原
料
と
し
て
、
効
率
的
な
太
陽
電
池
の
開
発
を
目
指
す

　
佐
々
木 

真
一
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

ホ
ヤ
か
ら
多
様
な
動
物
の
ス
ト
レ
ス
応
答
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る

　
和
田 

修
一
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

食
品
成
分
に
よ
る
生
体
機
能
の
調
節
作
用
、
中
で
も

生
体
恒
常
性
の
維
持
や
疾
病
予
防
へ
の
効
果
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
食
品
成
分
の
作
用
や
機
能
性
食
品
・

医
薬
品
な
ど
へ
の
応
用
を
研
究
し
て
い
る
高
畑
先
生
は
、

前
任
校
の
岡
山
大
学
で
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
辛
み
成
分
カ

プ
サ
イ
シ
ン
か
ら
抗
が
ん
作
用
の
あ
る
ド
ヘ
バ
ニ
ー
ル

の
生
成
に
成
功
し
ま
し
た
。　

　

ド
ヘ
バ
ニ
ー
ル
は
、
カ
プ
サ
イ
シ
ン
か
ら
脂
肪
酸
を

取
り
除
き
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
と
結
合
さ
せ
た
物
質
で
す
。
カ
プ

サ
イ
シ
ン
に
も
抗
が
ん
作
用
は
あ
り
ま
す
が
、
急
性
白

血
病
の
が
ん
細
胞
約
1
0
0
万
個
を
入
れ
た
シ
ャ
ー
レ

に
、
ド
ヘ
バ
ニ
ー
ル
を
含
ん
だ
溶
液
を
加
え
た
と
こ
ろ
、

カ
プ
サ
イ
シ
ン
の
2
〜
3
倍
の
効
果
を
発
揮
し
、
48
時

間
で
す
べ
て
の
が
ん
細
胞
が
死
滅
し
ま
し
た
。「
世
界
最

強
」と
言
わ
れ
る
子
宮
頸
が
ん
や
、
悪
性
黒
色
腫
な
ど

の
が
ん
細
胞
で
も
同
様
の
効
果
を
確
認
、
ま
た
、
抗
が

ん
剤
へ
の
耐
性
を
持
つ
が
ん
細
胞
に
対
し
て
も
有
効
で
、

さ
ら
に
鎮
痛
作
用
を
併
せ
持
つ
と
い
う
結
果
も
得
ま
し

た
。

　

現
在
は
製
薬
会
社
と
共
同
で
、
が
ん
化
さ
せ
た
ラ
ッ

ト
を
使
い
抗
が
ん
作
用
や
副
作
用
の
研
究
を
進
め
て
お

り
、
い
ず
れ
は
皮
膚
が
ん
に
効
く
塗
り
薬
の
開
発
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

光
合
成
は
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
な
ど
の
色
素
分
子
に
よ

る
太
陽
光
吸
収
と
そ
れ
に
続
く
電
荷
分
離
で
反
応
が
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
光
合
成
の
初
期
過
程
は
光
を
電
気
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
太
陽
電
池
の
天
然
モ
デ
ル
と
言

え
ま
す
。
佐
々
木
先
生
は
、
代
表
的
な
集
光
色
素
で
あ

る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル 

│
a 

に
着
目
し
、
有
機
合
成
的
変
換
を

施
す
こ
と
で
、
太
陽
電
池
へ
応
用
で
き
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
誘
導
体
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

天
然
色
素
の
構
造
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
、
電
極

上
へ
吸
着
さ
せ
る
た
め
の
カ
ル
ボ
ン
酸
を
組
み
込
ん
だ

誘
導
体
を
設
計
・
合
成
し
て
色
素
増
感
太
陽
電
池
に
用

い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
約
10
%
の
光
電
変
換
効
率
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
は
短
波
長
と
長
波

長
ど
ち
ら
の
光
も
吸
収
で
き
る
よ
う
な
骨
格
を
し
て
お

り
、
こ
の
天
然
色
素
の
特
徴
を
生
か
し
た
も
の
づ
く
り

の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

光
合
成
細
菌
に
含
ま
れ
る
バ
ク
テ
リ
オ
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
類
を
用
い
れ
ば
、
さ
ら
に
長
波
長
ま
で
の
光
吸
収
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
吸
収
を
持
つ
色
素
を

開
発
し
て
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
へ
応
用
す
る
研
究
も
進

め
て
い
ま
す
。

　

和
田
先
生
は
、
尾
索
動
物
の
ホ
ヤ
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
な

ど
の
冠
輪
動
物
、
ヒ
ド
ラ
な
ど
の
刺
胞
動
物
に
は
存
在

し
、
そ
れ
以
外
の
動
物
に
は
存
在
し
な
い
ス
ト
レ
ス
応

答
遺
伝
子
を
発
見
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

動
物
は
約
35
種
類
の
門
に
分
類
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
ス
ト
レ
ス
応
答
の
仕
組
み
を
研
究
す
る
対
象
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
哺
乳
類
や
モ
デ
ル
動
物
で
あ
る
シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
、
線
虫
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
和

田
先
生
は
動
物
の
ス
ト
レ
ス
応
答
の
仕
組
み
の
多
様
性

を
理
解
す
る
た
め
に
、
動
物
進
化
の
系
統
樹
で
重
要
な

位
置
を
占
め
る
ホ
ヤ
と
プ
ラ
ナ
リ
ア
、
ヒ
ド
ラ
を
用
い

た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ヤ
に
熱
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
解
析

し
た
と
こ
ろ
、
約
2
0
0
種
類
の
遺
伝
子
が
ス
ト
レ
ス

に
応
答
し
、
そ
の
中
に
は
16
種
類
の
機
能
未
知
遺
伝
子

が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
U
S
P

フ
ァ
ミ
リ
ー
遺
伝
子
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の
遺
伝
子

は
細
菌
や
植
物
、
多
く
の
動
物
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

地
球
上
の
最
初
の
生
物
が
持
っ
て
い
た
重
要
な
遺
伝
子

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ホ
ヤ
以
外
の
後
口
動
物
や
脱

皮
動
物
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
析
の
結
果
、
こ
の
遺
伝

子
が
動
物
で
熱
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
誘
導
さ
れ
る
性
質
を

共
有
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
現
在
は
ス
ト
レ
ス

応
答
時
と
発
生
過
程
で
、
こ
の
遺
伝
子
が
ど
う
い
う
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
高
い
評
価

　
池
村 

淑
道
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

ネ
ッ
ト
上
に
流
れ
て
い
る
大
量
で
多
様
な
情
報
な
ど
、

通
常
の
情
報
処
理
や
管
理
ツ
ー
ル
で
は
取
り
扱
い
が
困
難

な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
と
そ
の
技
術
開
発
に
世
界
中
の

関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
大
量
な
ゲ
ノ
ム
配
列

と
そ
れ
に
関
連
す
る
多
様
な
情
報
類
は
、最
も
有
用
な
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
の
科

学
技
術
向
上
を
目
的
と
す
る
政
府
組
織N

SF

が
、「
ゲ
ノ
ム

時
代
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
使
い
方
」を
特
集
し
た
２
０
０
９

年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
池
村
先
生
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
開
発
し
特
許
化
し

たBLSO
M

（
一
括
学
習
型
自
己
組
織
化
マ
ッ
プ
）に
よ
る
、

地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
大
量
ゲ
ノ
ム
解
析
が
、
米

国
で
も
振
興
す
べ
き
研
究
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
田
健
之
介
先
生
と
大
学
院
生
の
岩
崎
裕
貴
さ

ん
と
の
共
同
で
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
病
気
に
関
わ
る
遺
伝
子
の
大
規
模
解
析
を
進
め
、
論
文

発
表
を
行
っ
て
お
り
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
予
防
医

学
や
予
防
医
療
に
活
用
す
る
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
岩

崎
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
、
日
本
学
術

振
興
会
の
特
別
研
究
員
に
採
択
さ
れ
、
自
身
の
科
研
費
も

獲
得
し
ま
し
た
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
を
進
め
る
上
で
、自
身
の
グ
ル
ー

プ
で
大
量
情
報
を
対
象
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
を
す

る
こ
と
が
有
益
で
あ
り
、tRN

A

遺
伝
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

本
学
で
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
は「
日
本
の
重
要
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」の
一
つ
と
認
定
さ
れ
、
文
科
省
か
ら
継
続
的
に
成

果
公
開
の
科
研
費
を
受
け
、
２
０
１
０
年
に
は
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
の
論
文
を
、
本
学
の
教
員
・
学
生
・

院
生
と
共
同
で
発
表
し
ま
し
た
。

ビッグデータ解析と活用、食品成分による
抗がん剤や光合成太陽電池の開発、進化の
謎に迫る遺伝子の機能解析など、「バイオ
の総合大学」に相応しい研究が進められて
います。

ビッグデータ解析と活用、食品成分によるビッグデータ解析と活用、食品成分による

研究クローズアップ

ゲノム微生物学会の年会が来春本学で開催
　池村先生が年会長となるゲノム微生物学会の年会が、3月8日～ 10日、
本学で開催されます。
　次世代シーケンサーを使った微生物のゲノム解析の研究発表が行われる
この年会に、多くの教員・学生が参加して欲しいと池村先生は話しています。

第7回  日本ゲノム微生物学会年会
2013年3月8日(金)13：00(予定) ～ 3月10日(日)15：00
会場：長浜バイオ大学

【一般講演】
・口頭発表およびポスター発表を募集します。
・多くの方に口頭発表を行っていただくために、今回は発表時間を12分（3
分間の討論時間を含む）とし，約50題を予定しています。口頭発表申込が
多数の場合、組織委員会において選定させて頂き、一部の方はポスター発
表にして頂きます。

・ポスター発表申込者において、希望者は数分間のトーク（ショートトーク）
を行う事が出来ますので、奮ってご応募下さい。

・口頭発表、ポスター発表ともに、発表者は学会会員であることが必要です。
学会入会の手続きは本学会のウェブサイトをご覧下さい。なお、年会期間
中は、会場内で学会入会の受付を行います。

【特別講演】
　黒岩常祥特任教授（立教大学理学研究科）、Colin Harwood教授（Newcastle 

University）両名をお迎えし、特別講演を予定しています。
【特別セッション】
　海外で活躍中、又は帰国間もない若手研究者の方に、御自身の研究内容に加え
て、海外での生活についても語っていただく特別セッションを予定しています。
【特別シンポジウム】
　本大会と新学術領域研究「ゲノム支援」との共催による、新型シーケンサーを用
いた我国での微生物研究に関する討論会を予定しています。
【企業展示】
　複数の企業からの展示を予定しています。
【ランチョンセミナー】
　本大会と参加各社との共催によるランチョンセミナーを予定しています。

詳しくは、本学会ウエブサイトをご覧下さい。http://www.sgmj.org/2013

1617



◆
高大連携通信

◆
環びわこ大学コンソーシアムの
企画や、京都キャンパスでの講
座など、本学の高大連携事業は
活発です。

教員リレーエッセー

essay

　

前
職
の
会
社
員
時
代
、
10
年
以
上
に
わ

た
り
欧
州
で
の
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
を
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

い
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
時
に

厳
し
い
兄
貴
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

　

あ
る
欧
州
企
業
と
の
大
型
の
提
携
交
渉

に
臨
む
と
き
、
彼
が
「com

m
itm
ent

と

involvem
ent

の
違
い
が
わ
か
る
か
？
」
と

話
し
だ
し
ま
し
た
。

　
「
ベ
ー
コ
ン
エ
ッ
グ
を
頭
に
浮
か
べ
て
ほ

し
い
。
ま
さ
に
豚
の
状
態
がcom

m
itm
ent

で
あ
り
、
鶏
の
状
態
がinvolvem

ent

だ
。

豚
は
自
分
の
命
を
投
げ
打
っ
て
ベ
ー
コ
ン

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
命
を
賭

し
て
取
り
組
む
こ
と
がcom

m
itm
ent

で
あ

り
、
単
に
関
与
す
るinvolvem

ent

と
は
違

う
。」

　

今
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
員
が

com
m
it

す
る
覚
悟
で
臨
ま
な
い
と
乗
り
切

れ
な
い
と
い
う
の
が
、
彼
が
伝
え
た
か
っ

た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
肝
に
命
ず

る
た
め
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
をProject Bacon

と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
私
が
経
験
し
た
仕
事
の
な
か
で

の
ひ
と
コ
マ
で
す
が
、
私
た
ち
がcom

m
it

す
べ
き
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
自
分
の
人
生
そ
の

も
の
で
す
。com
m
it

す
る
こ
と
は
覚
悟
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
結
果

に
対
す
る
責
任
を
す
べ
て
負
う
必
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
自
分

の
人
生
を
自
分
の
意
思
に
し
た
が
っ
て
生

き
る
権
利
を
持
つ
こ
と
と
裏
腹
の
こ
と
で

も
あ
る
の
で
す
。

　

人
は
結
局
、
自
分
の
人
生
の
責
任
を
自

分
で
取
る
こ
と
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
学
生
諸
君
に
、

自
分
の
人
生
を
他
人
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
意
思
で
生
き
抜
い
て
ほ
し
い

と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
自
分
の
人

生
へ
のcom

m
itm
ent

で
す
。

　

そ
う
し
た
願
い
と
応
援
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
学
生
諸
君
に
つ
た
な
い
自
作
の
詩
を

送
り
た
い
。

Commitment
　　　松島　三兒先生

（就職・キャリア部長、一般教育担当）

◆ 
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
河
原
町
学
舎
で

の
事
業
展
開

　

京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
河
原
町
学
舎
で
は
、
実

験
施
設
を
利
用
し
た
様
々
な
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
7
月
31
日
に
は
、
京
都
府
立
北

嵯
峨
高
等
学
校
の
2
年
生
を
対
象
に
し
た
連

携
講
座「
自
分
の
設
計
図
を
調
べ
て
み
よ
う

〜
お
酒
に
強
い
？
弱
い
？
〜
」、
9
月
3
日

に
は
実
験
講
座「
P
C
R
と
電
気
泳
動
か
ら

D
N
A
に
つ
い
て
学
ぶ
」、
11
月
8
日
に
は

京
都
市
立
梅
津
中
学
校
の
2
年
生
を
対
象
に

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
講
座「
バ
イ
オ
の

力
で
チ
ー
ズ
を
作
ろ
う
」を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
1
3
年
1
月
に
は
京
都
府
生
物

教
育
会
の
3
学
期
例
会
に
て「
固
定
化
酵
母

に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
連
続
発
酵
」の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
大
連
携
事
業
を
含
め
た
様
々
な

講
座
へ
の
利
用
を
行
い
ま
す
。
詳
細
、
ご
相

◆ 

環
び
わ
こ
大
学
・
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
「
学
び
へ
の
誘
い
」

　

11
月
11
日
、
環
び
わ
湖
大
学
・
地
域
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
高
大
連
携
企
画「
学
び
へ
の
誘

い
」に
て
、
高
校
生
向
け
模
擬
講
義
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
滋
賀
県
内
の
高
校

生
を
対
象
に
、
大
学
で
の
学
び
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
進
路
選
択
の
参
考
に
す
る
た
め

の
も
の
で
、
滋
賀
県
内
13
大
学
が
合
同
し
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

本
学
分
子
生
命
科
学
コ
ー
ス
の
川
瀬
雅
也

教
授
は
、「
放
射
性
物
質
・
放
射
線
の
知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
」に
つ
い
て
講

義
、
10
人
の
受
講
者
を
迎
え
て
実
施
し
ま
し

た
。
放
射
性
物
質
や
放
射
能
に
関
わ
る
知
識

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
分
野
で
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
放
射
線
障
害
な
ど
幅
広
い
講
義

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
は
、「
放
射
線
が
身
近
に
あ

る
こ
と
や
放
射
性
物
質
が
地
球
に
は
必
然
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」、「
放
射
線
に
つ
い
て
、

◆ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
探
す
健
康
や

環
境
浄
化
に
係
わ
る
遺
伝
子

　

科
学
技
術
振
興
機
構
主
催「
2
0
1
2
女

子
中
高
生
夏
の
学
校 

科
学
・
技
術
者
の
た

ま
ご
た
ち
へ
」が
、
埼
玉
県
の
国
立
女
性
教

育
会
館
で
8
月
9
〜
11
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
女
子
中
高
生
が
科
学
技
術
の
世
界

の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
実
習
を
大
学
や

研
究
機
関
が
実
施
す
る
も
の
で
、
本
学
か

ら
も
参
画
し
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
の
保
全
や
浄
化
に
役
立
つ
バ

イ
オ
技
術
は
、
21
世
紀
に
益
々
重
要
に
な

り
ま
す
。
環
境
浄
化
や
保
全
に
役
立
つ
可

能
性
を
持
つ
遺
伝
子
を
、
国
際
塩
基
配
列

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
塩
基

配
列
か
ら
発
掘
す
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
森
県
か
ら
佐
賀
県
ま
で
の
中
高
生
13

人
が
参
加
し
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生

産
に
役
立
つ
セ
ル
ラ
ー
ゼ
を
コ
ス
タ
リ
カ

の
シ
ロ
ア
リ
腸
内
な
ど
の
多
様
な
環
境
中

の
メ
タ
ゲ
ノ
ム
か
ら
見
つ
け
ま
し
た
。

談
に
つ
い
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
高

大
連
携
の
事
業（http://w

w
w
.nagaham

a-
i-bio.ac.jp/sankangaku/koudai.htm

l

）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

世
間
に
は
間
違
っ
た
情
報
が
あ
っ
て
怖
い
と

思
っ
た
」な
ど
、
放
射
線
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

「君自身の人生を生きろ」

効率性なんか求めるな。
テクニックで乗り切ろうとするな。
もっと馬鹿になれ。
もっと自分の五感で感じろ。
面白かったら笑え。
悔しかったら泣け。
ぶざまでいい。
うまくいかなくて当たり前なんだ。
失敗や無駄は学生の特権だ。
その経験が君を逞しくする。
失敗や無駄を恐れてこじんまりまとまるな。
スマートに生きようとなんかするな。
もっと正直に、もっと自分自身の人生を生きてくれ。

君たちは誰の人生を生きている？
自分の人生を生きてこそ人にやさしくなれる。
自分の人生を生きてこそ人に尽くすことができる。
自分の人生は自分にしか責任がとれないんだ。
君の親にも、先生にも、君の人生の責任はとれない。

自分で掴み取ったものだけが自分の血と肉になる。
自分で建てたアンテナだけが道なき荒野から自分を守ってくれる。
人が教えてくれるのを待つな。
人がいいと言ったものを無批判に信じるな。
たとえそれが友人だとしても。先生だとしても。親だとしても。
他人の五感、他人の価値観で生きるな。
自分の五感、自分の価値観で生きろ。
自分を信じて、まっすぐ前を向いて。
自分の足で、自分の手で、掴み取りにいけ。
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